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ピラ ミュスとプ ィスベにおける
時況接続詞について
子了藤伊
このテキス トは12世紀後半にノルマンディ出身の作者によって作られた韻文
の作品であり,バビロンの相愛の男女ピラミュスとティスベがいかにして「永
遠の夜」の中に悲運の生涯を閉じたかを物語っている,いわゆる古代物語のひ
とつである。全体で921行から成る短い詩であるが,その構成にはひとつの特
徴がみられる。つまり語 り (r6cit)の部分と独自 (mOn01ogue)の部分とが作
品の中ではぼ同じ割合を占め,「語 リー ピラミュスの独自一語 リー ティスベの
独自」が4回くり返されたあと,語りの部分で終っている。 しかもこの語 りの
部分と独自の部分とでは作詩法が異っているのであって,語りは対韻の8音節
詩句から成 り,それに対 して独自は2音節の同韻詩句で始まる8音節詩句3な
いし4行によって書かれている。
たとえば200-203行(独自)と204-207行(語り)を引用すると,
Pasrrler
M'estuet errant; ne puis parler.
Or sui hetiez, or vueil plorer,
Or ai grant chaut,Or vueil trambler.》
・Ains qu'il petist son duel fenir
Li prist la face a empalir;
En lerlmes, en genlissement
・Chel pasrrlez el pavemente
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す く゛にも私は気を失うに違いない,
もう話すことができない。
ああ楽しい/ ああ泣きたい/
暑い/ 寒い/」
彼が嘆き終らないうちに
顔は蒼白になり始め
涙をうかべ, うめき声をあげながら
意識を失って敷石の上に倒れてしまった。
このように独自の部分と語 りの部分はどちらも韻文で書かれているにもかかわ
らず文体が当然異っている。それは作詩法の違いだけによるものではないであ
ろう。 つまり語 りの部分が書きことばないしは文学語であるとすれば, 独自
の部分はより口語的で話しことばの文体に近いものと考えることができるであ
ろう。われわれのテキストにおいてはこの文体の相違に一役買っているものと
して時況節をあげることができる。古フランス語は古典ラテン語から俗ラテン
語を経ていくつかの時況接続詞を受け継 く゛と同時に,新しい表現を多く創造 し
たのこの倉1造活動は前文学期 (6pOque pr61itt6raire)から始まり,13世紀初頭
まで続 く。とりわけ12世紀後半は作者の個人的な思いつきや気紛れによって様
々の接続詞句が次々に作り出された。要するに12世紀というのは多くの同義語
が存在し, しかもひとつの語(句)は多義であるという特色をもつ時代であっ
た。それと平行して12世紀後半から13世紀いっぱいにかけて徐々に論理的な要
求が強 くなり,古フランス語の終 りに近い時nJlには飾 りすぎた形態素を単純化
する傾向が現われ, あらゆる意味での整理lがなされるのである (IMBS,Les
Propositions Temporelles en Ancien Fran9aiS, SOci6t6 d'Edition:Les]Bells
(1)                                        1
Lettres,1956の序文より)。                   |
以下,われわれのテキス トに用いられている時況接続詞(句)を個々に取 り上
げ,それらが語りの部分と独自の部分との文体の相違の上にどのように関与し
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ているかに注意を配 りながら検討してみようと思う。
*
まず, この物語の中で用いられている
ains que              1 911
ain90iS que            l frll
COm            l例
de ci que             1 91j
des que              lイ列
demendres que        1 911
entrues que           1 911
これ らの分布状況を表にすると次のよう
表 I
時況接続詞(句)は次の13種である。
endementres que
la ou
quant
tant con
tant que
tres que
になる (表1)。
1例
2例
3091J
3例
3例
2例
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1-149R6cit aln9ols que
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tant con
tresque
1
1
1
1
150-203Pira]musquant
204-220R6cit alns que
221-306Tisb6 quant 1
307-340
341-357
R6cit
PirarrLuS
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quant
358-377R6cit
378-401Tisb6
tant que
quant
1
1
408-498 1 Pirarrlus
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要するに独自の部分には quant(30例中16), la Ou(2例中1例), tant
que(3例中3例)の3種しか用いられておらず,語りの部分では tant que
を除く全ての時況接続詞(句)が使われているのである。
次に個々の接続詞の検討に移るが, 純粋に接続詞(句)別に様々の例を取 り
上げ,それぞれの場合の接続詞がどういう価値で用いられているかを考えてい
く。
1。  quant
我々のテキス トの30のquantのなかで,明らかに時の価値を持つと思われ
る quantは21例ある。IMBSの方法に倣って従節の動詞が直説法現在,単純
過去,複合過去,前過去の場合に分けて検討しよう。
一―直説法現在は13例ある。そのうちの一例は習慣的行為を示すもので,主節
の行為と同時の関係にある。
La nuit,
Quant je πι gづs dedenz mon lit,
Dont ε%グιque sorrline m'est delit
(v。 547-549)
夜になり,寝床に横になるとき
眠 りは私にとって快いと思う
次の例では反復的現象を表わ し, 2つの行為は同時に起 こっている。
Et quant vOS ごοづprendre, siプルιづ′.
(v. 557)
そして私があなたをつかまえるべ きとき,私は失敗す る。
一時的な事柄で同時性を表わす例もある
Biaus slre,
Petit vous夕%θ′e pargnier ire,
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Quant vostre main vOus υ%θ′′Ocire.
(v。 840-842)
殿 ,
あなたが御自分の手で死のうとなさったとき
怒 りによって思いとどまることができなかったのですか
以上の3例と同様に主節も従節も直説法現在をとっておりながら,純粋な同
時の関係にはないものがかなりある。たとえば
Quant υοづ′ parrrli le cOrs l'espee
F%グ′li li sans, si s'est pasrrlee.
(v。 821-822)
身体に剣が突 き刺 さっているのを見 ると,
彼女か ら血の気が失せ,気を失 ってしまった。
Atant frernist, ne puet plus dire,
Et quant ses contes li γθηOαグ%ノ,
Tisb6 θθ%θ%θθ SOn cOrnPlaint:
(v. 500-502)
そのとき彼の身体が震え,話すことができなくなる
そして彼の話がとぎれると
ティスベが嘆き始める。
〔その他,v.644 voit;v.665 voit;v.819 apcr9oit;v.559.mc rendorm;
v. 676 est assasez〕
従節の動詞 voirゃremanoir(=《cesser,■nir》)は点括的完了 (perfectif‐
ponctuel)の相をもつ動詞であり,行為が始まるや完了するので,従節の行為
が先行することが暗に示されるのである。また,ほとんどの場合,主節によっ
て表わされた事柄が従節の行為の自然な結果であることからもそれは裏付けさ
れる。 しかしこれらの例においては全て従節の行為の最後の一端と主節の行為
の初めの一端とが一致するので時の関係としては同時であるとみなされる。先
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行の観念はあくまで暗黙的なままで従節の動詞の意味だけに委ねられていて文
法は全 く関与していない (IMBS p。337,338参照)。
主節が単純過去の場合も全 く同じである。
Quant Piralmus υοづι des'arnie
Tant espirrrlent qu'el est perie,
Plusごθυづ%ι vers que feuille d'ierre,
EtγィルοづαづSι Come uneplerre,
(v. 700-703)
ピラミュスは恋人がこのような最期を遂げたのを知 ると
路傍の葉よりも青 く
石の如 く冷た くなった。
ただしこの場合には単純過去で表わされた行為が浮彫 りにされる。そしてそれ
は逆の場合,従節が単純過去,主節が直接法現在でも同様である CMBS p。349
参照)の
Quant Cl aproce du moricr
Et υづι les mores noircoiier,
Donques ε%グαθs estre esgaree
(v。 805-807)
彼女は桑の木に近づいて
桑が黒くなるのを見たとき
心が騒 く゛のを覚えた
一一単純過去は3例ある。
Ja θγι αSSづSθ sus le marbre
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Quant uns lions de la montagne,
…・・………… υグ%ι parrrli les prez,
(v. 652-660)
獅子が山から野原にやってきたとき,
彼女はすでに大理石の上に坐っていた。
従節の動詞はそれ自体が完了相をもっている。一方,主節の半過去 ertによっ
て表わされているのは「坐っていた」という過去の継続的状態である。そして
副詞 jaはその状態が主節の行為がなされる前から始まって続いていることを
示 している。結局ここでは二つの事柄,継続的状態と点括的行為とが一致する
同時の関係にある。
次の例では主節 も単純過去であり,直接法現在―直接法現在の場合と全 く同
じ結果が生じる。
Males erres et males estreine
Rθf%グ,
Amis,quant primes vos εθπ%づ.
(v。 530-532)
友よ,私が初めてあなたを知 ったとき,
私は虐待 と苦痛を受けました。
つまり,従節の動詞が完了相をもち,主節と従節とは原因結果とともに同時の
関係にあるということであるの
残 りの一例に関してはすでに直説法現在のところで取扱ったので, ここでは
省略する。
――複合過去は5例ある。古フランス語では原則として過去分詞の助けを借 り
た複合形によって完了 (perfectum)を表わしたことを思い出そう (IMBSo I).
336参照)。
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La pucele est trois fois paslnee,
Et quant ele s'θsι γθ′θυθθ
Andeus ses mains vers le ciel ′θ%′ f
(v. 307-309)
乙女は三たび気を失った,
そして再び起 き上がると
両手を天に向かって差 し延べた
Lune, fontaine, prez, rrloriers,
Nuit pale,
Qui enSeigne me fels male,
Quant S%づづs%θ de la sale,
(v。 854-857)
私が部屋を出たとき凶兆を示 した
月よ,泉よ,草原よ,桑の木よ,白い夜よ
2例とも主節の動詞は単純時制 (tent:直接法現在 《歴史的現在》,feis:単純
過去)であり,従節の動詞は完了相をもっている上に複合形によって完了の意
味が明示されている。特に第2の例に関して読者は,主節の行為がなされるの
は従節の行為が完了した後すこしの時間が経過してからのことであることをす
でに知っている。 したがってこれらは,複合時制一単純時制の対立によって先
行一後行の関係がはっきり現れている例であるといえる。
主節の動詞 も複合過去形である例が一つある。
Et quant il θSι desprez osSπZ
Et Pyralmus i θsι υθπ%Z,
(v. 680-681)
それ自身完了相をもつ動詞 issir,venirが, ここではさらに文法的にも完了
の意味が与えられている。「獅子は野原から出て行った→ そこにはいない」,
「ピラミュスがそこに来た→そこにいる」,そしてピラミュスと獅子は出会わな
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かったので,獅子が去った後にピラミュスがやってきたということで,従節の
事柄は主節の事柄に先行する。
Ja eStOit dusqu'au mur venue,
Quant une gaite l'α bθttι;
(v。 642-643)
見張番が彼女を見たとき,
すでに彼女は壁のところまで来てしまっていた。
この例では,主節の動詞 も従節の動詞 もそれ自身が完了の意味を伴い,両者は
文法的に も完了の意味が表わされている。 しか し大過去で表わされた主節の行
為の方が従節の行為に先行することは副詞 jaによって強調 されていることか
らも明らかである。
ところが ,
Ja ert la gent toute endorrrlie,
Quant Tisb6 s'ιι αθsαυα%θづθ.
(v. 624-625)
ティスベが行動を開始したときには
人々は皆すでに眠っていた
主節は半過去によって過去の継続的状態を表わしている。そして従節の行為は
その設定 された状況の中で行なわれるので二つの事柄は同時の関係にあるとい
える。
――前過去は一例 しかない。
Quant∫犠 づSS%θ de la sale
Et ele devaloit l'eschale
(v。 632-633)
彼女は広間を出て
階段を下 りて行 った
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二つの行為の時間的関係は明らかである。主節は半過去によって過去の進行中
の動作を示し,従節の前過去は主節の行為が始まる前に従節の行為がすでに完
了していることを表わしている。これは複合過去形の2例とともに,複合時制
―単純時制の対立によって先行一後行の観念が明示されている例である。
以上で時の観念を表わす quant 21例の分析が終ったわけであるが,結局純
粋な同時性を示す quantは6例だけ,動詞自体のもつ完了相によって先行性
が暗示されるがつまりは同時制を表わす quant ll例,複合時制―単純時制の
対立によって先行一後行の観念が前面に押し出されているものが3例であっ
た。 したがって文法的要素よリアスペクトの方が数において勝 り,そのことは
我々の物語が事柄や行為の時間的な順序よりむしろ描くことを重視したもので
あることを意味すると考えられる。
次に「時」以外の観念を表わすと考えられる quantの例を見てみよう。
plais quant jc plus pens et rrleins voi
(v. 230)
私が考えれば考えるほどわからなくなる。
Quant jC plus plaing et meins me vaut.
(ve 186)
嘆けば嘆 くほど空しい。
voiはpensの,vautはplaingの結果である。その上,plus…。meinsは一
種の進行的減退ともいえる結果を表わす要素であり, さらに二つの節を結びつ
けている etは主節の行為を浮彫 りにしたり,主節が従節の結果あるいは進行
であることも明確にする役割をもった副詞である (IMBSo p.57参照)。 した
がって時の観念よりも結果の方が強調されることになる。
ところで,
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C'est torz,
Quant ele est morte et ne sui morz;
(v. 737-738)
彼女が死んで私が死んでいないなんてまちがっている
ここでは主節の事柄と従節の事柄とは対立の関係にあるが,だからといって同
時性が失われてしまっているわけではない。 (その他,v。742;v。428-429)
quantが純粋に原因の意味を表わす例もある。
Quant en jOieル%θs SθυγθZ
Et mort sο夕γzιS αιSαssα770b′θz,
Sevlaus
Que nOus θο%ノグι%gπθ uns seulz tombiaux,
(v. 885-888)
私たちが喜びから引き離され,
死んで離ればなれになってしまったからには
私たちが一つの墓に収められるよう埋葬して下さい
主節の動詞 se宙ausはsevrerの命令法であ り,命令法によって表わされる事
柄は未来に属する。一方従節の fumes sevrezは未来や未来に完了する行為を
表わす ものではな く,「我々は喜びか ら引離 されて しまった」 という事実を示
す。そして,今独自しているピラミュスはテ ィスベがすでに死んでしまってい
ると思い込んでいる上に, 自分 も死につつあるので,従節の第 2の動詞 mOrt
somesは彼にとってはすでに確立 された事実である。結局 quantは過去の事
実 と未来の事柄 とを結びつけることにな り,その2つの事柄は原因と結果の関
係にあるので,時の関係が後退 してしまっている。 この例では過去の事実 と未
来の事柄 というように時の関係がこんなに も明確であるのに, とい うよりむし
ろそれ故に quant自体は時の観念より原因を表わすことになるのであるが ,
同様に現在―未来 とい う時の差が明らかであって quantが譲歩を表わすJllが
ある。
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Quantassambler nepoo s ヽ
Mors n                   /1S'OS J01ndra, cem'est
(v。 875-876)
私たちは生きてひとつにはなれなくとも
死が私たちを結びつけて｀くれるでしょう。
このように quantという接続詞は様々な意味で用いられているが,結局 qu_
antの意味を決定するのは文脈や他の文法的な要素であるといえる。我々のテ
キス トでは,quantが時以外の観念を表わ しているのは全て独自の部分におい
てであることが特色となっている。
独自の部分にみられる特色が もうひとつある。それは反復の副詞の問題であ
る。quantによる従節が主節の前に置かれるとき,主節の頭に反復の副詞を伴
っている例が少なか らずあった (例:Quant ie me giS dedenz mon lit,αοπ′
cuit que somme m'est delit,v.548-9)。 我々のテキス トで使用 されている
のは dont,donques,si,etの4種であり,それ ら 果す役割は 《la conjOnc‐
tion quant 6tant 61oign6e du verbe principal d6terrrlin6 par elle, on
reprend devant ce verbe l'id6e temporelle qu'elle exprilneo  L'adverbe
forme coΠIIne unC sorte de relais en cours de phrase, a l'usage d'esprits
peu habitu6s a la subordination.》 (IMBS.p。51)で｀ある。
この補強構文は13世紀に話 しことばの影響を大いに受けた散文文学の出現によ
って急増 した。我々のテキス トでは補強構文10例の うち2例が語 りの部分に,
8例が独自の部分に用いられている。 この事実は独自の部分の方が散文的,話
しことば的であることを裏付けするものであろう。
2.  com
古フランス語の quantとcomが同義であることは一般に知られているが,
われわれのテキス トのcome(4例),con(28例)のうちquantと同義のcom
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はひとつ し力>ない。
(Ene)
Voit la guilnple come il la touche
E)'ores en autres a sa bouche,
rv. 817-818)
彼女は彼が立て続けに彼女のヴェールを口に押しあてているとき
そのヴェールを見る。
そのほかに comが時況接続詞 として用いられているのは tant comという言
いまわしにおいてだけで,その他の comは「感嘆」(18例),たとえ (7例),
方法 (3例)を示す ものである。われわれの唯一の時況接続詞 としてのcomが
語 りの部分に存在するということは,「文学の言葉が古典 ラテン語や教会 ラテ
ン語の保護を逃れ一層話 しことばに近づ くにつれて,時況の comはまれにな
るが,少な くとも書 きことばの慣用か ら消えさりはしなかった」 というIMBS
(p。118)のことばに比 してみたとき,われわれのテキス トの語 りの部分が書 き
ことば的であり,逆に独自の部分が話 しことばに近いことを証明するものであ
るといえる。
3。  la ou
la ouは最古のテキス トでは場所の接続詞 として用いられているが, Chan‐
sOn de Roland以来 《a10rs que》という意味の時況接続詞 としノて独立 した も
ので, 従節の 動詞が 単純過去,半過去,現在のとき同時性を表わす (IMBSe
p。 187)。
Biaus slre,
Petit vous puet espargnier ire,
Q%α%ι VOStre main vous vuelt ocire.
Lasse, con puis je parler d'ire,
ピラミュスとティスベにおける時況接続詞について14
二α οπ ]e voi que il souspire!
(v. 840-844)
いとしい殿/
あなたが御自分の手で死のうとなさったとき
怒 りの気持があなたを思いとどまらせることができなかったのでしょうか。
ああ,私の日の前であのお方が苦しんでおられるときに
どうして私は怒 りのことなど言えるのでしょう/
この我々のテキス トの la ouは明らかに同時性を表わすもので, IMBSのい
うように従節の動詞は直説法現在である (従節の動詞が半過去であるもうひと
つの例, v.894-897に関しても同様。)。 この la ouは中世の間中時況の
quantやcom と共存し, 同じ一節で quantがくり返し用いられるような
場合に,表現を多様にするために使用されることがよくあったが,ここにあげ
た例がそうである。
4。  endementres que
Endementres que ele doute,
Si a tenue droite route,
(v. 811-812)
彼女は不安な気持を抱 きなが ら
まっす く゛道を進んで行 った。
この接続詞句は写本Aでは dementres queで表わされている。それは 《pen‐
dant que》の意味をもつ接続詞 (dum《pendant que》+inter,intra《dans
l'espace de》十副詞のS)として用いられていたが, この dementres力>らは
もはやもとのラテン語のdumという要素がひと日でわからなくなったので具体
的な価値が弱まった。 それを補強するために用いられたのが,《pendant ce
temps》という意味をもち,主節の行為が位置する時の空間を示すen_である。
そして endementres queとdementres queは非常に早 くから共存してい
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た (IMBSe p。291-303)。
5。  entrues que
entrues queは《pendant que》,《jusqu'a ce que》の意味を表わす接続
詞であるが,外見か らは分析不可能で, したがって語源はわか らない (IMBS。
p。 295-296)。
Entrues qu'il lnuert bese la guilnple.
(ve 785)
彼は死んでいきなが らヴェールに口づけす る。
写本Bでは la ou, 写本Cでは et quantがentrues queの代りに用いられ
ていることから, ここ‐での entrues queは 《jusqu'a ce que》より も《pendant
que》の意味で用いられていたと推測される。
6.  tant con と tant que
tant conは主節の事柄の継続と従節の事柄の継続とが一致することを意味
する (=《aussi longtemps que》)。 また継続の中での局限 (=《pendant que》)
の意味で用いられることもあった (IMBSo pe 301-302)。
Tant con lor aez fu contraire
A ce qu'Amours requiert a faire
Et il furent dedens dis ans,
Fu assez lor licence grans
E)'aler ensamble et de parler,
D'esbanoier et de joer.
(v。 71-76)
愛の神の目論みには
余りにも幼く
彼らが10歳に満たないあいだは
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一緒に出かけたり,遊んだりすることが許されていた。
これを図示すると次のようになる。
従節
年齢が障害である
10歳以内である
主節
十分許可されている
従節の状態と主節の状態とは量的に一致するので, ここでは tant conは
《aussi lOngtemps que》の価値を有する。次の例でも同じである。
Baise la bouche par grant cure,
Tant cOn sens et vie li dure.
Tant cOn li dure sens et vie
Se demonstre veraic aΠlie.
(V. 916-919)
彼女に感覚と生命があるかぎ｀り
心をこめて彼のくちびるに接吻する。
彼女に生命と感覚があるかぎり
彼女は真の恋人であることを示す。
ところで,最初の例 (v。71-76)のtant conは写本Oでは tant queにな
っている。 TOGEBYが, tant comは《aussi longtemps que》, tant que
は《jusqu'a ce que》を意味するといっているように, tant queは古フラン
ス語では《jusqu'a ce que》の意味で用いられるのが普通であった (cfo MЁ‐
NARD p。125,MOIGNET p。237)。われわれのテキス トでは tant comが
《aussi longtemps que》を意味することはすでに確認したとおりであり, し
たがってそのヴァリアントの tant que も意味の上では 《aussi longtemps
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que》でなければならない。 一般に中世において tant queが《aussi long‐
temps que》あるいは 《pendant que》の価値で用いられることがあるのであ
ろう力〉。IMBSによれば 《c'est donc bien sur le modёle des conjonctions
de comparaison ou du moins en meme tempS qu'elles, que les locutions
compos6es de com(e)temporel ont remplac6 εο%(θ)par g%θ》p。 318)
そして比較の表現の中で com(e)がqueにとって 代 られている最古の例は
12世紀(1130年頃)に作 られた作品 CorOnemenz Loolsにあ り, 13世紀の Au‐
cassin et Nicoletteやその他の作品に も認められると述べている。そうする
とわれわれのテキス ト Piramus et Tisb6が作 られたと推定 される12世紀末
には すでに tant com(e)のcom(e)がqueと入れ代った もの, つま り
《aussi longtemps que》,《pendant que》の意味の tant queが存在 してい
たといえる。 し力>しMENARD力れ っヽているように 《Tant que est trёs rare
au sens de “pendant que'' car depuis toujours en ancien fran9ais, tant
que signifie “jusqu'a ce que" et il y avait risque de confusion》 (p。215)
である。
われわれのテキストの中のほかの tant queはどのような意味で用いられて
いるのであろうか。
Pertus, tant par estes estrois!
Chaillous, se vos aouvrissois
Seul ια%J
Q%θ nOS i01SSOns en parlant!
(v. 469-472)
裂目よ,何とおまえは狭いのだ/
石よ,私たちが話をして楽しむ間だけでも
開いてはくれないものか/
「穴よ何とお前は狭いのだ′ 開いてくれればいいのに」と望み,次にその条
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件が付されている。 nos joTssons en parlantは「私たちが話をして楽しむ」
という意味である。この tant queが《jusqu'a ce que》でぁれば,主節によ
って表わされる継続的状況「開く」の終点の限界が joissons「楽しむ」となり,
開いていることの意味がなくなってしまう。開いていることと楽しむことは同
時であって,その継続時間の長さは一致しているはずである。 したがってこの
tant queは《aussi longtemps que》の意味で用いられているものと思われ
る。
壁に対するピラミュスの訴えは続き, くり返される。
Masiere,
Tant par estes cruels et flere!
Que n'aOvrez par ma pro五ere,
Tαπι 9%θ besier puisse la chiere,
La bouche,
La cui douceurs au cuer me touche P
(ve 487-492)
壁よ,
何とお前は残酷非〕首なことよ。′
いとしいひとの唇に
やさしさが私の心に触れるそのひとに
接吻することができるあいだ
どうして開いてくれないのだ
私が頼んでいるのに P
ここでもtant queの用法は先の例と全く同じである。条件は「話をする間」
という時間の継続よりもさらに縮小されてはいるが,欲求の方はつのり「(せめ
て)いとしいひとの唇に接吻することができる間」に代っているだけである。
今度はピラミュスに代ってティスベが自分の愛の苦しみを語り始め,夢の中
で会ったピラミュスが彼女に語ったことを現実の,壁のむこうにいるピラミュ
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スに話す。
《Tisb6,
《Li dieu nous ont arrlonest6
《Que issons fors de la cit6
《Tα%ι g%θ puissons estre assanb16.》
(v. 571-574)
ァィスベよ,
わたしたちが一緒になることができるまで
町の外に出よと
神がわたしたちに告げられた。
puissons estre assanb16は(両家の親が許して)「我々が一緒にいることがで
きるようになる」という意味に解釈できるので,この tant queは「そのとき
まで～」となり 《jusqu'a ce que》を意味すると考えられる。
以上3例のうち第3の例だけが本来の tant queの価値 《jusqu'a ce que》
で用いられており,ほかの2例は 《aussi longtemps que》を意味するもので
ある。なお,これらの tant queは独自の部分だけに用 られ,語りの部分では
使われていない。語 りの部分では 《aussi longtemps que》はtant conによっ
て,《jusqu'a ce que》はtres que,de ci queによって表わされ, きわめて
明確に区別されている。
7.  des que
des queは語源的には出発の観念 《a partir du moment ot》を意味する。
12世紀にもその価値は維持されるが,12世紀以後まれになり,《d6ja au mO_
ment》あるいは 《depuis que》の意味で用いられることが多くなる。(IMBS。
p。 376-387)
Et des qu'il Vinrent en jouvent
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Et il choisirente ci
Et lor aez s'aert el cours
Ou naturc conceit amours,
Lores nes lesse plus garlre
(v。 123-127)
そして彼らが青年になり
意識が目覚め
愛にふさわしい年齢に達するや
もはやそのときから愛の傷は治らない。
この des queは写本OとBでは puis queとなっている。 puis queは語源
的には 《aprёs que》を意味したが,前置詞や副詞の puisの価値変化にともな
い,徐々 に 《depuis que》の意味へと片寄っていく。その動きは1100年頃に発
し,12世紀以後主節の否定の動詞とともに発達し,13世紀には 《aprёs que》
を押しのける。 この puis queは《d6ia 10rSque》の意味の des queの代 り
をすることは糸じ対ないが,《depuis que》,《a partir du moment oふ》の d s
queに代ることはある (IMBSo p。357)。
したがってわれわれのテキス トの des queは《a partir du moment ot》
か 《depuis que》θ)どちらかである。 《depuis que》はet si ne fui onques
Si liee αθs g%θ je fui nee.「私は,fLまれてこのかたこれほどうれしかった
ことはない」⊂MBSo pe 382より)のように空間の最後の限界が暗示されると
きの出発点を示すものであり,われわれの例では最後の限界を暗示するものは
何もないので 《れpartir du moment oふ》の価値をもつということになる。
8。  ains que, ain9oiS que
ainsは《avant,plut6t,plus t6t,(ne)・…jamais mais》を意味し,一eis,
一oisという接尾辞から構成される派生語 ain90iSをもっている。 われわれの
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テキス トで ainsが単独で副詞として用いられているのは6例あるが,《a‐
vant》を意味するものは全 くない。 ein9ois(1例)についても同様である。
しかし接続詞句になると明らかに純粋な時の観念を表わしている。
Aincois qu'il eussent set ans
Toucha Arrlours les deus enfans
(v。 13-14)
7歳に もならない うちに
「愛」が彼 らに触れた。
Ains qu'il peust sOn duel fenir
Li prist la face a empalir;
(v. 204-305)
彼が嘆 き終えない うちに
彼の顔は蒼白にな り始めた。
我々のテキス トでは ains queとain90iS queはひとつずつ共存しているが,
中世の初めには ains queが大半を占め,ちょうどわれわれのテキス トの作ら
れたころより少し後の12世紀末頃 ain9oisがその強力なライバルとなり,13世
紀には五分五分,14世紀の散文文学からは短いains queが追放される(IMBS.
p。 466)。
われわれのテキス トにはこの2つの接続詞のほかに 《avant que》を表わす
接続詞はない。冨Jtt avantも前置詞 devantも場所の観念を表わしている。
しかし一般には avantは12世紀後半から完全な時の価値をもつようになり,
現代フランス語と同じ用法の avant queが大勢を占めるようになるのは14世
紀からである (IMBSo p。466)。
9。  tresque
tresという形態素はラテン語の transと同様出発点と到着点に達する動き
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を同時に示すものであるが,tres queという接続詞は普通 《jusqu'a ce que》
の意味の到着点を示 し,《depuis que,dёs que》の意味の出発点のみを表わす
ことは非常にまれである (IMBS.p。389-391,MENARD p.217,291)。
De tel sajete et dc tel lance
Navra Amours en leur enfance
Le jovenciel et la meschine,
Tresque la mort lor fu voisine.
(v. 43-46)
「愛」はこの青年とこの乙女がまだ幼いころ
このような矢とこのような槍によって傷を負わせた
その傷は彼らが死と隣り合わせになるまで治らない。
この tresqueは写本Oでは si que,写本Aでは dusqueによって表わされて
いる。dusqueはラテン語の前置詞 usque(=《jusqu'a》)が出発点を示す形態
素 inde_あるいは de一によって補強 されてできた接続詞で 《jusqu'a ce que》
の価値を有する (IMBSo p。446)。si queは意味論的には曖味な言いまわ しで,
《avant que》,《jusqu'a ce que》,《de maniёre que》のいずれかの意味で用
いられるものである。 結局,以上の3つの言いまわ し tresque,dusque,si
queに共通な価値は 《jusqu'a ce que》であ り,文脈 と一致するの もこの意味
だけである。
もうひとつの例にはヴァリアントがないがそこで も tresqueの価値は 《jus_
qu'a ce que》であることが文脈か ら明らかである。
Tresperce soi parrrli le nanc
Tresque de l'autre part del cors
Fet aparoir l'espee fors.
(v. 782-784)
剣が体の反対側に現れるまで
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自分の腹を刺し貫いた。
10。  de ci que
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この de ci queは先に示 した si queが時代の傾向にしたがって,出発点
を示す dぃによって補強された形であり同様に 《jusqu'a ce que》の価値をも
てフ。
La crevace n'ert gaires grans
Et fut celee par rrlout d'ans,
De ci qu'Amours la nst trouver,
(v. 321-323)
裂目は小さかった
そして「愛」がそれを発見させるまで
長年隠されていた。
この de ci queは写本Cでは tant que,
れているが,これらはすでに吟味したよう
味する言いまわしである。
先行性と法
写本 Aでは dusqucによって示 さ
にどちらも《jusqu'a ce que》を意
われわれのテキス トには, 1)《avant que》の意味の ains que,ain90is
que;  2)《jusqu'a ce que》 (=ant6riOrit6 avec aboutissement a un terrrle)
の意味の tresque(ヴァリアント:si que,dusque), de ci que(ヴァリア
ント:tant que,dusque),tant queという先行性を表わす接続詞が あっ
た。さてここで, これらの接続詞句に導かれた従節の中の動詞に直説法のもの
と接続法のものとがあるのに気づく。
《avant que》を意味する ains que, ain90is queはどちらも接続法をとっ
ているのに対し,《jusqu'a ce que》を意味するもののなかで tant queは接
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続法 (puissons)をとっているのに de ci queと tresqueは直説法 (fist,
fu,fet)をとっている。
ains que,ain9ois queの後に接続法がくることは古フランス語の一般の傾
向と一致 している (IMBSo p.519。MENARD,p。152,218)。
IPIBS は 《desque, tresque, truesque peuvent exprilner la post6riorit6
avec l'indicatif, le terrrle d'une dur6e avec le subjonctif, valeur de “jus‐
qu'a ce que"》(p。300)と唱える人がいると述べているが,少なくともわれわ
れのテキストではそういう事実はなかった。 しかし接続詞自体の意味は同じ
《jusqu'a ce que》であっても,法が異なっているかぎり, どこかに何らかの
相違 が あ るはず で あ る。MOIGNETによれ ば 《Aprёs les locutions qui signi‐
fient “jusqu'a ce que"。n a le subjonctif quand le procёs dont le conl‐
mencement marque le terme de procёs principal est pens6 comme
sづ22oクノθ2,Oθπι夕οSSづわJθ,一-1'indicatif s'il est pr6vuクγοbαb′θ ou pos6 `∬θειづ/》
(p.237),またTOGEBYはtant queに関 して次のように述べている :《Tant
que‐+1'indicatif s'emploie A propos d'actions passёes   Tant que‐十1e
subjonctif se dit a propos d'actions futures。》 (pe 209)の
われわれのテキス トの例をもう一度見てみよう。
De tel sajes et de tel lance
Navra Amours en leur enfance
Le jovenciel et la rrleschine,
Tresque la rrlort lorノ%VOiSine.
(v. 43-46)
La crevace n'ert gaires grans
Et fu celee par mout d'ans,
De ci qu'Amours laメsι t over,
(v. 321-323)
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どちらも,作者が過去の事がらについて語っている部分である。1)では作者は
この物語の外におり,物語全体を遠 く離れた作者のいる現在から見ている。 し
たがって, この物語は始まったばかりで,読者は二人の主人公が死ぬこと (相
対的未来)はまだ知らないが,作者の目にはすでに過去の事がらなのである。
2)では,1)と異なり,裂目がすでにティスベによって発見されたことが前に語
ミれているので,それは読者にとっても周知の事実なのである。
Tresperce soi parnli le flanc,
Tresque de l'autre part del cors
Fθι aparoir l'espee fors.
(v. 782-784)
主節の動詞も従節の動詞 も直説法現在である。これは歴史的現在であり,進行
しつつある事実として扱われており,作者の日にも読者の目にも腹を突き抜け
た刃先が見えるはずである。ところが,
Li dieu nOus ont amonest6
Que iSSons fors de la cit6
Tant que夕%づSSοπS eStre assanb16.
(v。 571-574)
これは作中人物ピラミュスのことばで,視点はピラミュスにある。彼にとって
estre assanb16は未来のことで単なる可能性でしかない。そして接続法の表わ
す可能性の観念を強調しているのが puissons(〈pOoir)という半助動詞であ
る。
また,未来に関する事がらであっても,直説法が用いられることがある(Ja,
par JeSu,le fiz Marie, Ne gerrai mais dedenz maison Tresque li trois
felon Jαγγθ% En avront la mort recete. Tristan de B6rolll v。 1000-1004)
ので,未来の行為に関して述べるときは接続法である(TOGEBY)とは言いき
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れない。
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以上で我々のテキス トの時況接続詞の価値はほぼ明確になった。
13種の時況接続詞を意味別に整理すると次の表 Ⅱのようになる。
独自の部分に用いられているのはquant,la ou,tant queの3種だけであり,
語りの部分には tant que以外の12種が存在する。例数の最も多い quantは
一般に同時性の観念を表わし,さらに対立,条件の観念を示す接続詞であるが,
われわれのテキス トにおいては quantは語 りの部分では時間の観念しか表わ
さないのに対 し,独自の部分では時間の観念以外にも対立・原因 0譲歩の観念
を表わしている。また,tant queはtant comのヴァリアントとしての1例
を除いて独自の部分にのみ用いられ, そこでは古フランス語における tant
表 Ⅱ
| 面吾   り 1 独 自
卜JI寺1生
quant
la ou
cnderrlcntrcs quc
entrues quc
tant con(=《aussi lengteⅡLPS que》)
quant
la ou
tant que
先 行 性
alnz que
alncols que
de ci que
tres que tant que
後 行 性 des que, quant quant
quant¨ ∝
…
の
“  | quant
?
?
?
?
原  因 l qu耐
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queの一般的な意味 《jusqu'a ce que》を表わすこともあれば,非常にまれな
《aussi longtemps que》を意味することもある。一方語 りの部分では 《jusqu'a
ce que》は de ci que, tresque によって「, 《aussi longtemps que》は tant
comによって表わされている。結局,独自の部分では quantとant queの
2つの接続詞は多義性を発揮 し, 他方語 りの部分では quant=com,la ou=
endementres que=entrues que=tant con; ainz que=ain9ois que; de ci
que=tresque;des que=quantが示すように 同義性が 特色 として 挙げられ
る。 多義性 も同義性 も12世紀における時況接続詞の 一般的な特色であるのだ
が,われわれのテキス トではそれ らの特色を独自と語 りとい う2つの部分が分
け持っているといえる。そのほか,時の観念を表わす comはお もに書 きこと
ばの中に残 された ものであるが,それがわれわれのテキス トでは語 りの部分だ
けに用いられていること,そして話 しことばの特色である反復の副詞が独自の
部分に多いことが,われわれのテキス トの独自・語 りとい う2つの部分のそれ
ぞれの 特色 としてあげられる。 このように 時況接続詞の用法は 語 りの部分 と
独自の部分 とでは非常に異なってお り,それぞれの示す特色は書 きことばの特
色,話しことばの特色 とつながるものである。
註
(1)以下著書名に関しては参考書目を参照のこと。
(2)ただし我々の分析が全面的に Paul IMBSの論文 Les Propositions Temporelles
en Ancien Francaisに基いていることを断わっておきたい。
(3)Tristan de BEROULにも直説法とともに用いて 《jusqu'a ce que》の価値を有
するtresqueがある。
Ja, par Jesu, le ■z L〔arie,
Ne gerral mals dedenz malson
Iンθsg%θ li troi felon larron
Par quoi'st destruite Yseut ta druc
En αυγοπι la mort receue.
28       ピラミュスとティスベにおける時況接続詞について
(v。1000-1004)
Ainz,pus li soir qu'il en issirent
I｀γιsg%ι l'ernlite et el les υづγθ%ι,
N'out les eulz essuiez de lermes;
(v。 2491-2493)
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